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令和 5 年度 

看護師の特定行為研修 

募集要項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立八女総合病院 

 

 

 

 

 

 

※現在「パッケージ研修 術中麻酔管理領域」については厚生労働省に変更承認申請中で、

承認を受けることを予定して募集していますので、承認されなかった場合については、募集・

合格の取消を行いますのでご了承ください。 
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特定行為研修の概要 

 

１．病院の理念 

心のかよった医療を提供し、安心して暮らせる地域づくりに貢献します。 

 

２．私たちのめざす医療 

保健・医療・介護・福祉との連携を強化し、地域包括ケアシステムの構築を目指します。 

救急医療の充実を図り、信頼される病院を目指します。 

臨床研修体制の充実に取り組み、医療の発展に貢献します。 

 

３．特定行為研修の理念 

看護師特定行為研修は、病院の理念「心のかよった医療を提供し、安心して暮らせる地域

づくりに貢献します。」の理念に基づき、全ての人々の尊厳を重んじ、急性期医療及び地域

包括ケア医療の現場において、看護師特定行為を実施する上で必要となる学習環境を継続

し提供をして提供する。 

 

４．教育目標 

（1）多様な臨床場面において重要な病態の変化や疾患を包括的にいち早くアセスメントす

る基本的な能力を身につける。 

（2）多様な臨床場面において必要な治療を理解し、ケアを導くための基本的な能力を身に

つける。 

（3）多様な臨床場面において患者の安心に配慮しつつ、必要な特定行為を安全に実施する

能力を身につける。 

（4）問題解決に向けて多職種と効果的に協働する能力を身につける。 

（5）自らの看護実践を見直しつつ標準化する能力を身につける。 

（6）医師の指示の下、手順書により、身体所見、検査所見、画像所見等が医師から指示さ

れた病状の範囲にあることを確認し、安全に特定行為を行えるようになる。 

（7）手順書案を作成し、再評価、修正できる能力を養う。 

（8）医師、歯科医師から手順書による指示をうけ、実施の可否を判断するために必要な知

識を学ぶ。 

（9）実施、報告の一連の流れが適切に行える。 

 

５．研修の特色 

（１）看護師として勤務しながら研修が可能 

共通項目および区分別項目の講義は、e-ラーニングを利用して行いますので、当施設での

聴講のみではなく自宅での自己学習も可能です。演習および実習は、専門医資格を有する医
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師および認定看護師の直接指導の下に行います。 

（２）特定行為 3 区分（７行為）及びパッケージ研修 術中麻酔管理領域の研修が可能 

特定行為区分は、特定行為 3 区分（７行為） 

➀呼吸器（気道確保）関連 

②呼吸器（人工呼吸療法）関連 

③栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 

パッケージ研修は、 

④術中麻酔管理領域 

上記、3 区分・1 パッケージ研修を開講します。 

（３）指導体制および施設が充実 

当院は医師臨床研修基幹施設として認定されており、教育指導者の体制および設備環境

が充実しています。特定行為実習の症例数が基準を満たすように適時調整しますが、もし基

準を満たさない状況が発生した場合は、個別的にペーパーシミュレーション演習及び実習

期間を延長することで対応します。 

 

6. 開講する特定行為区分 

（１）特定行為区分別科目 特定行為３区分（７行為） 

特定行為区分名 特定行為名 定員 

呼吸器（気道確保に係る

もの）関連 

経口用気管チューブ又は経鼻用気管チュ

ーブの位置の調整 

２名 

呼吸器（人工呼吸療法に

係るもの）関連 

侵襲的陽圧換気の設定の変更 

非侵襲的陽圧換気の設定の変更 

人工呼吸管理がなされている者に対する

鎮静薬の投与量の調整 

人工呼吸器からの離脱 

栄養及び水分管理に係る

薬剤投与関連 

持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の

調整 

脱水症状に対する輸液による補正 

※上記特定行為区分をすべて受講していただく方の募集となります。 

 

（２）パッケージ研修 術中麻酔管理領域 

特定行為区分名 特定行為名 定員 

呼吸器（気道確保に係る

もの）関連 

経口用気管チューブ又は経鼻用気管チュ

ーブの位置の調整 

 

２名 

 呼吸器（人工呼吸療法に 侵襲的陽圧換気の設定の変更 
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係るもの）関連 人工呼吸器からの離脱  

 動脈血液ガス分析関連 直接動脈穿刺法による採血 

橈骨動脈ラインの確保 

栄養及び水分管理に係る

薬剤投与関連 

脱水症状に対する輸液による補正 

術後疼痛管理関連 硬膜外カテーテルによる鎮痛剤の投与及

び投与量の調整 

循環動態に係る薬剤投与

関連 

持続点滴中の糖質輸液又は電解質輸液の

投与量の調整 

 

7. 研修プログラム 

研修内容と時間数 

【特定行為研修の目標：共通科目】 

（１）多様な臨床場面において重要な変化や疾患を包括的にいち早くアセスメント 

する基本的能力を身につける。 

（２）必要な治療を理解し、ケアを導くための基本的能力を身につける。 

（３）患者の安心に配慮しつつ、特定行為を安全に実践する能力を身につける。 

（４）問題解決に向けて多職種と効果的に協働する能力を身につける。 

（５）自らの看護実践を見直しつつ、標準化する能力を身につける。 

 共通科目 

共通科目名 時間数 合計 

臨床病態生理学 30 時間 

250 時間 

臨床推論 45 時間 

フィジカルアセスメント 45 時間 

臨床薬理学 45 時間 

疾病・臨床病態概論 40 時間 

医療安全学／特定行為実践 45 時間 

※共通科目時間数のうち 194 時間は、ｅ－ラーニングによる講義となりますが、演習と実

習は集合研修になります。 

 

【特定行為研修の目標： 特定行為 3 区分（７行為）区分別科目 】 

呼吸器（気道確保に係るもの）関連 

（１）経口用気管チューブ又は経鼻用気管チューブの位置調整をおこなうための知識、技術、

態度の基礎を身につける。 

（２）医師からの手順書による指示を受け、実施の可否の判断、実施及び報告の判断、実施

及び一連の流れを適切に行うための基礎的な実践能力を身につける。 
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呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 

（１）陽圧換気の設定変更、鎮静薬投与量の調整、人工呼吸器からの離脱を行うための知識、

技術、態度の基礎を身につける。 

（２）医師からの手順書による指示を受け、実施の可否の判断、実施及び報告の判断、実施

及び一連流れを適切に行うための基礎的な実践能力を身につける。 

 

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連及び水分管理に係る薬剤投与関連 

（１）持続点滴中の高カロリー輸液の投与量、脱水症状に対する輸液を行うための知識、技

術、態度の基礎を身につける。 

（２）医師からの医師からの手順書による指示を受け、実施の可否の判断、実施及び報告の

判断、実施及び一連流れを適切に行うための基礎的な実践能力を身につける。 

 

区分別科目 

特定行為区分 時間数 

呼吸器（気道確保に係るもの）関連 9 時間 

呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 29 時間 

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 16 時間 

 

【特定行為研修の目標：パッケージ区分 術中麻酔管理領域 】 

（１）医師の指示の下、手順書により、医療面接、身体所見及び検査結果等が医師から指示

された病状の範囲にあることを確認し、術中麻酔管理領域の特定行為ができるように 

なる。 

（２）手順書案を作成し、再評価、修正できる能力を養う。 

（３）医師、歯科医師から手順書による指示を受け、実施の可否を判断するために必要な知

識を養う。 

（４）実施、報告の一連の流れが適切に行うことができる。 

 

区分別科目 

パッケージ区分 時間数 

術中麻酔管理領域 70 時間 

 

8．研修方法 ※変更となる場合があります。 

（１）研修期間：令和 5 年 10 月 1 日～ 令和 6 年 9 月 30 日（12 ヶ月間） 

（２）研修日程：共通科目（７ヶ月）、区分別科目・パッケージ区分（5 ヶ月） 
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（３）集合研修：特定行為 3 区分（７行為）は月 2 回木曜日に、パッケージ区分 術中麻酔

管理領域は月 2 回月曜日に公立八女総合病院で集合研修を行います。 

（４）研修進度：講義、演習、実習、試験日程の詳細については、別途研修進度表を参照く

ださい。 

（５）研修場所：公立八女総合病院（会議室、図書室及び病棟） 

 

9．成績評価及び修了認定 

共通科目と各区分別科目の評価および修了認定は、看護師特定行為研修管理委員会で判

定されます。共通科目をすべて履修し、筆記試験および観察評価に合格した後に区分別科目

を履修します。各区分別科目の筆記試験および観察評価に合格することが修了要件となり

ます。試験は、筆記試験、実技試験（ＯＳＣＥ）および観察評価などを各科目終了後の適切

な時期に行います。 

 

10．履修内容の読み替え 

指定研修機関で既に履修した授業科目や時間数の取り扱いおよび履修の認定については、

開講する科目の受講に当たり考慮する場合があります。 
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応募要領 

 

１.受講要件 

当院の特定行為研修志願者は、次の（１）～（３）に定めるすべての要件を満たしている

ことが必要となります。 

（１）日本国の看護師免許を有すること 

（２）看護師免許取得後、看護実務経験が通算 5 年以上であること（令和 5 年 10 月１日現

在） 

（３）所属する施設長または看護部門責任者の推薦があること 

（４）当院で実習を行うことができること。 

 

２．定員 

（１）特定行為 3 区分（７行為） ２名 

（２）パッケージ研修 術中麻酔管理領域 ２名 

 

３．出願期間 

令和 5 年 7 月 21 日（金）～ 令和 5 年 8 月 7 日（月）17 時 00 分必着 

 

４．選考方法・面接日時 

（１）選考方法：書類審査、面接 

（２）面接日時：令和 5 年 8 月 18 日（金）17 時 00 分（予定） 

 ※集合場所・時間等は書類受理後にご連絡します。 

 

５．提出書類 

下記書類に必要事項を記入の上、募集期間内にご提出ください。なお、ご提出いただいた

応募書類につきましては、返却しかねますのでご了承ください。 

（１）受講願書 （様式 1） 

（２）履歴書（様式 2） 

（３）推薦書（様式 3） 

（４）看護師免許証（写し A4 サイズ） 

（５）受験票用写真（写真 1 枚 サイズ 縦 4ｃｍ×横 3ｃｍ）※履歴書と同じ写真を提出

ください。 

（６）共通科目を免除申請する場合は、関係する書類 ※事前にお問い合わせください。 

（７）返信用封筒（長形 3 号封筒に郵便番号、住所、氏名を記入の上、郵便切手 

84 円分を貼付ください。） 

（８）小論文 ※課題・文字数は次をご参照ください。 
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小論文の提出について 

 

以下のテーマ、形式で小論文を作成してください。 

 

記 

 

１．テーマ：「看護師の特定行為研修の志望動機、研修後の活動の展望」について記載して

ください。 

２．用 紙：Ａ4 版縦使い・横書き・横 40 文字 40 行設定 1200 以内 

    テーマ・本文はフォント 10.5 ポイント、MS 明朝体 

        テーマは文字数に含まない 

    テーマは中心に配置、所属・氏名は右寄せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  テーマ「                       」 

                     所属   氏名 

 

本文・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40 文字 

・ 

・ 

・ 

     

 

 

 

   ・ 

   30 行           
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６．提出方法 

提出書類一式を、簡易書留等記録が残る郵便で郵送又は直接持参してください。郵送の場

合、封筒に「特定行為研修受講願書在中」と記載してください。 

 

７．提出先および問い合わせ先 

（１）提出先：     公立八女総合病院 事務局人材育成推進課 

（２）住所：       〒834-0034  

福岡県八女市高塚５４０番地２ 

（３）電話：      0943-23-4131（内線 2007） 

（４）ＦＡＸ：     0943-22-3185 

（５）電子メール： jinzai@yamehp.jp 

※電話によるお問い合わせ及び提出書類の持参は、平日 8 時 30 分から 17 時 00 分にお

願いします。 

※書類提出は、新型コロナウイルス感染症を勘案し、郵送での提出にご協力をお願いしま

す。 

 

８．合否発表 

令和 5 年 8 月 31 日（木）までに合格者に対してのみ電子メールにて連絡の上、本人宛に

通知書を郵送します。 

 

９．その他 

各種連絡を行なう場合がありますので、迷惑メールフィルター等を設定の場合は、

jinzai@yamehp.jp からのメールを受信できるように設定くださいますようお願いします。 
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受講料・その他 

 

１．受講料 

（1）特定行為 3 区分（７行為） 

受講納付金         20,000 円 

共通科目研修受講料     230,000 円 

区分別科目研修受講料    150,000 円   

合計                    400,000 円    

 

（2）パッケージ研修 術中麻酔管理領域 

受講納付金         20,000 円 

共通科目研修受講料     230,000 円 

区分別科目研修受講料    365,000 円   

合計                    615,000 円    

 

※教材費等が別途必要となる場合があります。 

※振込については、受講決定後、指定する口座に振り込んでいただきます。振込手数料は受

講者の負担となります。 

※本研修は厚生労働省等の各種助成金の指定を受けておりません。 

 

２．その他 

研修期間中は、任意賠償責任保険へ各自加入してください。 

研修にあたっては、次の抗体検査・ワクチン接種をお願いします。合格となった場合に受

講開始前に証明書の提出を依頼します。 

① B 型肝炎ワクチン 

② 麻疹ワクチン 

③ 風疹ワクチン 

④ 流行性耳下腺炎ワクチン 

⑤ 水痘ワクチン 

⑥ インフルエンザワクチン 

 

 

 

 


